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（報告）公益財団法人神戸市産業振興財団と 

公益財団法人神戸いきいき勤労財団の統合について 

１．統合の目的、基本的な考え方 

・少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少や大企業を中心とした採用意欲の増大等により、人

材不足が市内中小企業の喫緊の経営課題となっている。

・本市においては、令和５年度から高齢者の就労支援事業を大幅に拡充しており、令和６年

度からは若者の市内就職・市内居住の促進を目的とした「神戸市内企業住宅手当等支援補

助金」を創設するなど、中小企業の人材確保に向けた取り組みを強化している。

・これらの市の取り組みに合わせて、外郭団体においても、中小企業の支援を行う公益財団

法人神戸市産業振興財団と高齢者の就業支援等を行う公益財団法人神戸いきいき勤労財団

を統合することで、人材確保・定着・育成支援の強化を図り、中小企業に対する総合的支援

を実施するとともに、勤労者への支援及び求職者への就業支援の強化を行う。

２．統合のイメージ 

３．今後の進め方 

現在、市及び両団体の三者で協議の場を設け、財務関係の課題整理や統合効果の最大化

に向けた組織体制、事業内容の検討等を行っており、引き続き 2025 年４月を目標に統合手

続きを進めていく。 
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 統合の利点 

・中小企業支援のワンストップ化

・両団体のネットワークを活用した顧客・利用者開拓

・運営の効率化、財務基盤の強化、組織の活性化

勤労者支援 

勤労者共済 
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シルバー人材センター 

中小企業の総合的支援・勤労者及び求職者支援の強化 




